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平成 23年度大学教育センターFD・SD一覧

プログラム名

① 琉大 21世紀フォーラム

「大学教育の改革の意義と

必要性ーその質保証と情報

開示の在り方一」

対象者 開催日時

本学役員，教|平成23年5月 13

職員，県内他|日(金)

大学関係者 I 15 時 30 分~17

時

参加者数

153名

② 4大学 1Rネットワー l本学役員，教|平成23年 7月 22I第 I部

クについて !職員 |日(金) I 22名

第 I 部 10 時~12

時|第E部

第H部 13時 30I 12名

③授業技法ワークショッ

プI~学び合し、』を導入した

授業展開j

分~15 時 30 分

全学教育委 |平成 23年 12月

員会委員，学 I22日(木)

士教育プロ I 10 時~ 12時

グラム代表

者，教職員

④ URGCC導入に伴う共通 |共通教育等

教育等科目のシラパス作成|科目を担当

に関する説明会について |している専

①平成 24年 2月

14日(火)

10 時~12 時

任教員及び

非常勤講師

②平成 24年 2月

15日(水)

13 時~15 時

※上記①，②の日

程のどちらか一

方に出席

<再説明会>

①平成 24年 2月

20日(月)

13 時~15 時

②平成 24年 2月

21日(火)

10 時~12 時

※上記①，②の日

程のどちらか一

方に出席
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10名

129名

概要

我が国における大学教育の意義と必要性

を分かり易く整理し，大学教育の質保証と

して具体的に求められる事柄を挙げつつ，

質保証の仕組みとしての情報開示の在り方

との関係とその重要性に迫る。

これにより，琉球大学における質保証へ

の方策決定と実行に向けた示唆となること

を期待する。

講師:黒田毒二氏(金沢工業大学園長・

総長)

第 I部では， 1 R及び 1Rオフィスの位

置づけについて， 日米比較の調査データを

通じて理解を図った。

第H部では，実際にどのような形でデー

タを分析するのかについて，実演を交えて

情報提供をしていただいた。

講師:江原昭博氏(同志社大学高等教育・

学生研究センター 特別研究員)

授業技法に関するワークショップ。学校

段階や授業科目の別を超えて適用できる

「学び合い」学習の理念と実践方法につい

て，実演を交えて説明して頂いた。

講師:上江洲朝男氏(那覇市立教育研究所)

平成 24年度より導入される URGCC(琉大グ

ローパルシティズン・カリキュラム)の実

施に伴い，従来の共通教育等科目のシラパ

スに一部記載形式の変更が生じたことか

ら，その該当箇所について各科目担当教員

を対象に説明を行い，シラパス作成のため

の取組を推進した。



プログラム名 対象者 開催日時 参加者数 概要

⑤ URGCCにおける学士課 全学教育委 平成24年2月 21 30名 eーポートフォリオを活用した取組事例に

程教育の質保証を考える~ 員会委員，学 日(火) ついて実演を交えて説明して頂いた。それ

具体的な事例を手がかりに 士教育プロ 16 時~ 17時30 を通して，学士課程教育における質保証の

~ グラム代表 分 実際について議論を深め，共通認識の形成

者，教職員 を目指した。

0学士課程教育の質保証の概要等

0事例 1:教職履修カルテの実際及び質疑

応答

0事例 2:学習成果自己評価シートをベー

スとする自己評価システムの実際及び質疑

応答

OURGCCにおける質保証への具体的な取組

に関する意見交換及び総括

講師:演野彰彦氏(ハウインターナショナ

ル学びと成長サポート事業部サポート

マネージャー)

⑥学務担当者連絡会 各学部学務 ①平成 23年 6月 20名 教務課と各学部の学務担当者との聞の認識

担当者，教務 3日(金) (各回で変 を共有することを目的とした連絡や情報交

課職員 ②平成 23年 9月 動有り) 換を定期的に行った。

16日(金)10時

~ 
③平成 23年 12

月 2日(金) 10 

時~

⑦学士教育プログフム代表 各学士教育 ①7月 5日(火) 38名 URGCCの推進に向けて各学士教育プログフ

者連絡・調整会議 プログラム 16 : 30~18 : 00 (各回で変 ムの代表者との連絡・調整として， 3つの

字代表者，大 ②7月27日(水)， 動有り) 方針の策定，授与するが学位名の確認，

学教育セン 7月 29日(金) URGCC学習教育目標と各学士教育プログラ

ター教員，教 16 : 30~18 : 00 ムの学習教育目標の対応関係の把握， H24 

務課長，教務 ③8月 10日(水)， 年度新入生に配布する URGCC小冊子『学士

課長代理， 8月 17日(水) 教育プログラムへょうこそ』の作成等を行

URGCC推進支 10 : 00~12 : 00 った。なお，各回に出席できなかった代表

援室研究 ④9月 1日(木)， 者のためのフォローアップの回を随時開催

員・支援員等 9月 13日(火) した。

10 : 00~12 : 00 

⑤9月 20日(火)

10:00~12 : 00 

⑥11月 2日(水)

16 : 30~18 : 00 

⑦ 12月8日(木)

13 : 00~14 : 30 
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